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また、審判割り当て送付後の変更も原則認めない。
（指導者が帯同(登録)審判を兼ねる場合、審判業務が優先される。～登録審判がいる場合は変更できない）

当該試合主審が試合結果を本部に報告すること。

指導者や親のためのゲームではありません。子どもたちの思考でゲームを進めましょう。

【3】 審判
3級以上不帯同 浦幌・啓西・ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｿﾎﾜｲﾄ・ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｿﾌﾞﾗｯｸ・陸別

原則として、試合当日になって申込書に記載された審判を変更することはできない。
              本別（二日目）・緑陽台（二日目可能性あり）

試合を重ねて子供達の判断力を育てましょう。父母席からの指示はやめましょう。

④ 第1試合前のアップは幅を広く取りすぎないよう譲りあって使用すること。
⑤ 試合中アリーナでのアップは禁止する。廊下、ホールでのアップも禁止する。
⑥ 試合が始まってからのアップは周回路又は外を利用すること。
⑦ フラッシュ撮影を禁止する。
⑧ ロビーでは呼び出しが聞こえないため必ずチーム内の誰かがアリーナで待機すること。
⑨ 子どもたちに物を持ったままフェンス際で応援させない。～ボトル等落下防止のため。
⑩ 健常者が身障者用の駐車箇所に非常識極まりない駐車をしない。

⑬ 駐車場については来場者全員に駐車可能場所を周知させること。

監督の指示及び父母等の応援について

⑪ 各施設共下駄箱の使用を禁止する。必ず自分で持ち歩く事。ブルーシート設置の場合は

⑫ 必ず車の見える箇所に駐車証を掲示すること。
   この限りではない。

会場使用のありかたについてはチーム内で徹底すること‼

③ ゴールを使用したアップを禁止する。マーカー等を使用しないこと。

  （疑問に思った場合は必ずどちらかが交換することとし、試合開始直前に指摘され
   行うことのないように注意すること。）ＧＫの色も確認すること。
   審判や指導者が判別できても、子供達が確実に判別できるようにすること。

選手エントリー及び背番号について
☆(選手証の確認を行う。)札内スポーツセンター 8:30 ロビー、池田町総合体育館 9:00ロビー
※選手証とはＪＦＡＷＥＢ登録システム「ＫＩＣＫＯＦＦ」から出力した選手証・登録選手一覧
　を印刷したものである。

会場使用のありかた
① 開館時間の確認 札内スポーツセンター 8:00　池田町総合体育館 8:30  サンドーム 8:00　
② 設営完了まで選手のアリーナへの入室を禁止する。（許可があるまで）

④ビブスは２色以上用意すること。
⑤登録メンバーが15名を超えるチームは申込書を使用しベンチ入りしないメンバーに斜線を引き
　各試合毎開始20分前に大会本部に提出すること。

ユニフォーム色の確認
☆ 当該チーム同士でフィールドプレーヤーとキーパーのユニフォーム色の確認を行っておき、

　（フットサル独自の順位決定方法の詳細は開催要項、組合せを参照）
(4)その他
①交代要員は必ずビブスを着用すること。（ユニフォームと同系色のビブスを着用しないこと）
②交代時にベンチに戻る競技者に交代要員がビブスを手渡す事を交代の必要条件とする。
③ユニフォームと色が被る指導者の着衣についてもそれぞれが配慮すること。

第30回全日本Ｕ-12フットサル選手権大会十勝地区予選
監督会議

　期日　2020年2月14日（金） 19時　場所　十勝プラザ304講習室

【1】 参加チームの確認（39チーム）

議事録

【2】 競技関係の確認事項

(3)競技方法

池田・稲田・SSJr・大空・浦幌・音更Un・帯広Jr・帯広中央・帯広FC・帯広若葉・開西つつじが丘・
上士幌・川西・啓西・光南・札南・士幌・清水・しんとく・鈴蘭・大樹・白人・中札内・西帯広・
広尾・プログレッソホワイト・プログレッソブラック・豊成・本別・幕別札内A・幕別札内B・
御影・緑ケ丘・明星H・明和広陽・芽室A・芽室B・陸別・緑陽台

開催要項の確認・変更
(1)参加資格
参加選手、指導者は複数のチームで出場することはできない。（複数参加チームは特に注意）
地区予選、道大会まですべて適用される。（サッカーと違い補充不可となっている）
(2)競技規則

　 同系色と認めた場合はお互いで対応すること。（特に赤-オレンジ・黄-オレンジは不可）



【5】 その他連絡事項

②複数参加チームの組分け プログレッソA・プログレッソB・幕別札内A・幕別札内B・芽室A・芽室B
③地元運営チームの会場固定　池田

(今年度トラック協会杯、全農杯結果上位3チーム）プログレッソ・幕別札内・光南（1・9・17）

【4】 組合せ抽選
①シードチームの確認

上記承認の後組合せ抽選を行った。

ベンチ入り指導者の人数について開催要項に記載されていない大会については4名を上限とする。
その4名に指導者を兼ねていない審判員は含まない。ベンチ入り指導者は必ず指導者登録が必要。


